






















































1838 年では既に、「ダヴィット同盟」構想から 5 年程経っているが、この「ダヴ
ィット同盟」がどの様な相手に対抗しているのかが分かる言葉でもある。 
当時のヴィーンにおける検閲に関して、「横暴な警察・検閲権力の最たる表れ
                                                                 
1) 黒岩（1982）、404 ページ参照。 
2) 黒岩（1982）、408 ページ参照。 
3) 生田（2004）、11 ページ参照。 





























                                                                 
5) 生田（2002）、173 ページ。 
6)  Appel （1981）: S. 5, 6. 
7) 生田（2004）、143 ページ。 
8) 黒岩（1982）、401 ページ参照。 
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9) 検閲対策と読者の関心については、黒岩（1982）、402、401 ページ、菊池（2013）、182
～184 ページ参照。 
10) 『ローベルト クラーラ シューマン 愛の手紙』（1986）、143、155、169、198 ペー
ジ参照。 
11) 『ローベルト クラーラ シューマン 愛の手紙』（1986）、152 ページ。 
12) Appel （1981）: S. 17. 





























                                                                 
14) 前川（1993）、16～24 ページ参照。 
15) 玉川（1991）、107 ページ。 
16) 玉川（1991）、108、109 ページ参照。 





















ュプレー川にかかるトンネル（Tunnel über der Spree）」、1828 年には「ライプチヒ








                                                                 
18) 玉川（1991）、110 ページ参照。 
19) 『ローベルト クラーラ シューマン 愛の手紙』（1986）、212 ページ参照。 
20) Appel（1981）: S. 4, 6, 7, 10, 13. 
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21) Appel（1981）: S. 4. 
22) Appel（1981）: S. 4, 5. 
23) Appel（1981）: S. 7, 9, 10. 


























ラ ン ツ ・ ブ レ ン デ ル （ Franz Brendel ） か ら の 「 作 曲 家 の 集 会
（Tonkünstlerversammlung）」への加入要請を断った理由から理解できるかもしれ
ない。シューマンはブレンデルへの手紙の中で「私は自由なこと、束縛されない
                                                                 
25) 宮内（1992）、59 ページ。 
26) 「リュトリ・クラブ」に関しては、宮内（1992）参照。 
27) 藤本（2008）、21 ページ参照。 
28) Appel（1981）: S. 11. 
29) Appel（1981）: S. 11. 
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30) Appel （1981）: S. 14. 
31) Schumann（1888）: S. 1f. 












ホフマンのゼラーピオンに関する構想は 1818年 11月 14日以降であると考えら




















34) ゼラーピオンに関する構想については深田（1982）、576～578 ページを参照。 
35) 深田（1982）、572 ページ参照。 
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36) ホフマン作品に含まれる現実性についてはマイアー（1967）を参照。 
37) グルックについてはマイアー（1967）、542、543 ページ参照。 
38) 深田（1982）、578 ページ。 































                                                                 
40) 深田（1982）、578、579 ページ参照。 





























                                                                 
42) ホフマン（1982）、109 ページ。 
43) ホフマン（1982）、109 ページ。 
44) 深田（1982）、577 ページ。 
45) ホフマン（1982）、110 ページ。 































                                                                 
47) ホフマン（1982）、112 ページ。 




























の分身である。この人物は『牡猫ムルの人生観（Lebensansichten des Katers Murr）』
にも登場し、ホフマンの代わりに文学上で音楽観を語っている。シューマンはク
                                                                 
49) 尾白（2012）、28 ページ参照。 
50) 尾白（2012）、21～23 ページ参照。 
51) 尾白（2012）、27 ページ。 




























                                                                 
53) Schumann（2006）: S. 67. 尾白（2012）の訳による。 
54) 尾白（2012）、25～26 ページ、ホフマン（1979）、253～254 ページ参照。 
55) シューマンの分身、オイゼビウスとフロレスタンについては 4.3.で詳述する。 
56) 佐藤（2004）、158 ページ参照。 


























変更を行い、1854 年に全 4 巻の『批評論集：音楽と音楽家（Gesammelte Schriften 
über Musik und Musiker）』を出版した64)。シューマンは同盟員たちを会話風に批評
                                                                 
58) 「ダヴィット同盟」の概要は、藤本（2008）、Appel （1981）を参照。 
59) 門馬（2003）、221 ページ参照。 
60) 西原（2013）、30 ページ参照。 
61) 藤本（2008）、39 ページ参照。 
62) 藤本（2008）、39 ページ参照。 
63) 藤本（2008）、56、57、92 ページ参照。 





























                                                                 
65) 藤本（2008）、134 ページ。 
66) Appel（1981）: S. 18, 19. 
67) シューマン（1957）、193 ページ。 
68) Appel（1981）: S. 18. 






























                                                                 
70) シューマン（1958）、11 ページ。 
71) Schumann （1888）: S. 39. ここでの筆者訳は以下の訳を参照している。吉田（1958）、






























                                                                 
72) Appel（1981）: S. 12, 13. 
73) Appel（1981）: S. 16. 
74) 藤本（2008）、31、32 ページ。 































                                                                 
76) 井上（2009）、150 ページ。 































                                                                 
78) 藤本（2008）、158、159 ページ参照。 






























                                                                 
80) 譜例 1 参照。 
81) 「4 つの音符の謎」に関しては、音楽之友社（1995）、156～162 ページ、門馬（2003）、
231、232 ページ参照。譜例 2、3 参照。 































                                                                 
83) 門馬（2003）、240 ページ。 
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Künstlerbünde in der Romantik 
 
YUUMI KITAOKA 
In der Romantik gab es verschiedene Vereinigungen, in denen Künstler über ihre 
Ansichten zur Kunst miteinander diskutiert und gemeinsam Kunstwerke geschaffen ha-
ben.  
 Robert Schumann (1810-1856) debütierte 1833 in der Zeitschrift „Der Ko-
met“ mit dem fiktiven „Davidsbund“. In diesem geheimnisvollen Künstlerkreis übte er 
Musikkritik und komponierte Werke. 
 Meine Arbeit behandelt im Einzelnen zwei Aspekte: die Fiktion und die Realität 
des Davidsbundes. Ich betrachte in meinem Aufsatz die Bedeutung dieser Versamm- 
lungen für die damalige Zeit und die spezielle Bedeutung des „Davidsbundes“ für die 
Musikwelt. 
Ausgehend von der Zensur der Karlsbader Beschlüsse (1819) wurden im Vormärz 
alle Publikationen kontrolliert. Dadurch wuchs aber gleichzeitig das Interesse vieler 
Leute an der Anonymität, aber auch am Geheimnisvollen. Dieses Interesse verfolgte 
vermutlich auch Schumann, als er seinen fiktiven Künstlerkreis gründete. 
In der Zeit gesellschaftlicher Unterdrückung, so lässt sich erwarten, wird in sol-
chen Vereinigungen Freiheit gefordert. In der Biedermeierzeit konzentrierte man sich auf 
häusliche, private Versammlungen. Für den „Davidsbund“ ist die Beziehung mit den real 
existierenden Vereinigungen ein notwendiges Element, z.B. verfügen die drei Künstler-
bünde, „Ludlamshöhle“, „Tunnel über der Spree“ und „Tunnel über der Pleiße“ über 
Gemeinsamkeiten mit dem „Davidsbund“.  
E.T.A. Hoffmann (1776-1822) hatte über seine Literatur großen Einfluss auf 
Schumann. Er schuf seinen Doppelgänger, den Kapellmeister Johannes Kreisler, und 
schrieb eine Geschichte über einen literarischen fiktiven Bund sowie „Die Serapi-
ons-Brüder“. Die „Serapions-Brüder“ und der „Davidsbund“ weisen gewisse Ähnlich-
keiten auf, insbesondere in ihrem Kampf gegen die Philister.    
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Schumann hat mit seiner Musikkritik und den Kompositionen des „Davidsbun-
des“ die Kunstwelt beeinflussen wollen. In diesem Punkt unterschied sich der „Davids-
bund“ von anderen realen Künstlerkreisen. Der „Davidsbund“ war eine konzentrierte 
Form der „verschiedenen Aspekte“ von Schumanns zwei Doppelgängern, Florestan und 
Eusebius, und des idealen Bündlers, also idealer Kunst. Durch seine Musikkritik und 
Kompositionen wollte Schumann die Suche nach „echter Musik“ Ausdruck verleihen. 
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